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序
　
論

　

智
顗
（
五
三
八

－

五
九
七
）
は
『
摩
訶
止
観
』
に
お
い
て
、
天
台

の
禅
法
・
止
観
思
想
の
終
極
を
、
四
種
三
昧
、
二
十
五
方
便
、
十

境
・
十
乗
観
法
の
円
頓
止
観
と
し
て
体
系
づ
け
た
。
こ
れ
は
、
従
来

中
国
で
実
践
さ
れ
て
き
た
種
々
の
修
行
法
を
『
大
智
度
論
』
な
ど
を

基
に
し
て
、
大
小
、
偏
円
、
相
待
・
絶
待
と
い
う
観
点
か
ら
仏
教
の

修
行
法
を
集
大
成
し
、
天
台
の
実
践
法
門
と
し
て
総
括
し
て
い
る
。

　

智
顗
が
前
期
時
代
（
四
十
七
歳
・
五
八
四
年
以
前
）
に
講
述
し
た

も
の
と
し
て
、『
次
第
禅
門
』『
六
妙
法
門
』『
天
台
小
止
観
』
な
ど

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
）
1
（
る
。
こ
れ
ら
の
書
名
を
見
て
も
、
ほ
と
ん
ど

が
禅
観
や
禅
）
2
（
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
智
顗
が
い
か
に
生
涯
一
貫

し
て
、
修
行
実
践
を
重
視
し
て
い
た
か
が
分
か
る
。

　

こ
の
う
ち
最
初
期
の
講
述
で
あ
る
『
次
第
禅
門
』
は
、
晩
年
の

『
摩
訶
止
観
』
に
結
実
す
る
天
台
の
禅
法
・
止
観
思
想
の
成
立
過
程

を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
著
述
で
あ
る
と
共
に
、
イ
ン
ド
伝
来
の
実

践
法
門
を
、「
禅
」
の
一
字
に
統
括
し
、
浅
深
次
第
の
範
疇
に
分
別

し
て
体
系
化
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
他
に
類
例
を
見
な
い
も
の
で

あ
）
3
（

る
。

　

筆
者
は
こ
の
数
年
間
、
愛
知
学
院
大
学
大
学
院
の
大
野
栄
人
教
授

の
講
義
に
参
加
し
て
『
次
第
禅
門
』
を
輪
読
し
、
天
台
の
禅
法
・
止

観
思
想
の
成
立
を
研
究
し
て
い
）
4
（
る
。
こ
の
原
典
研
究
に
参
加
し
て
感

じ
る
こ
と
は
、『
次
第
禅
門
』
に
説
く
四
禅
や
四
無
量
心
な
ど
は
、

『
大
品
般
若
経
』
や
『
大
智
度
論
』
な
ど
で
説
く
禅
観
や
禅
法
を
縦

『
次
第
禅
門
』
に
お
け
る
禅
観
と
禅
法
に
つ
い
て

│
│
九
次
第
定
・
師
子
奮
迅
三
昧
・
超
越
三
昧
を
手
掛
か
り
と
し
て
│
│

武　
　

藤　
　

明　
　

範
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横
に
駆
使
し
、
智
顗
が
自
ら
の
説
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
『
次
第
禅
門
』
に
説
く
禅
観
や
禅
法
の
内
容
を
論
じ
た
も
の
に
、

先
学
の
優
れ
た
研
究
が
あ
り
、
多
く
の
教
授
を
受
け
て
い
）
5
（
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
『
次
第
禅
門
』
に
説
く
、
全
て
の
禅
観
や
禅

法
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
は
な
く
、
一
部
の
禅
観
や
禅

法
に
限
定
し
て
論
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
禅
観
や

禅
法
が
、
智
顗
以
前
や
智
顗
当
時
の
中
国
仏
教
界
で
ど
の
よ
う
に
実

践
さ
れ
て
い
た
の
か
や
、
天
台
の
禅
法
・
止
観
思
想
の
形
成
に
、
直

接
的
ま
た
は
間
接
的
に
与
え
て
い
る
影
響
ま
で
は
論
究
さ
れ
る
こ
と

は
少
な
）
6
（

い
。

　

本
論
で
は
、『
次
第
禅
門
』
記
載
の
全
て
の
禅
観
や
禅
法
を
取
り

上
げ
て
考
察
す
る
の
は
、
紙
幅
の
都
合
上
難
し
い
の
で
、『
次
第
禅

門
』
巻
第
一
之
下
の
「
弁
禅
波
羅
蜜
門
詮
次
第
四
」
の
「
無
漏
禅
次

第
之
相
」
の
一
部
に
説
く
禅
観
や
禅
法
に
限
定
し
て
、
そ
こ
に
説
く

禅
観
や
禅
法
の
内
容
を
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、『
次
第
禅
門
』

や
『
法
界
次
第
初
門
』
な
ど
を
基
に
し
て
、
智
顗
が
説
く
禅
観
や
禅

法
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

本
論
　
弁
禅
波
羅
蜜
門
詮
次
第
四
の
無
漏
禅
次
第
之
相
に
み
ら

れ
る
禅
観
と
禅
法
に
つ
い
て

　
『
次
第
禅
門
』
第
四
章
で
あ
る
「
禅
波
羅
蜜
の
詮
次
を
弁
ず
」

は
、
菩
薩
の
修
行
者
が
、
禅
波
羅
蜜
を
実
践
す
る
た
め
に
、
浅
い
段

階
か
ら
深
い
段
階
へ
と
修
行
法
の
順
序
を
選
び
定
め
て
、
正
し
い
修

行
の
筋
道
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
説
か
れ
た
章
で
あ

る
。
本
章
の
冒
頭
部
分
に
は
、

　
　

禅
定
の
次
第
を
弁
ず
る
に
、
す
な
わ
ち
二
意
と
な
す
。
一
に

は
、
正
し
く
諸
禅
の
次
第
を
明
か
す
。
二
に
は
、
非
次
第
を
簡

ぶ
な
）
7
（

り
。

と
あ
っ
て
、
智
顗
は
イ
ン
ド
伝
来
の
小
乗
や
大
乗
の
禅
観
や
禅
法
に

つ
い
て
、
第
一
は
浅
い
段
階
か
ら
深
い
段
階
へ
徐
々
に
進
む
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
「
諸
禅
の
次
第
」
と
、
第
二
は
禅
定
の
修
行
法
そ
の

も
の
が
悟
り
そ
の
も
の
に
直
結
す
る
「
諸
禅
の
非
次
第
」
と
に
大
別

す
る
。

　

こ
の
う
ち
智
顗
は
、
諸
禅
の
次
第
を
「
有
漏
法
」「
亦
有
漏
亦
無

漏
禅
」「
無
漏
禅
次
第
之
相
」「
菩
薩
不
共
次
第
」
の
四
種
に
分
類
し

て
、
イ
ン
ド
伝
来
の
修
行
法
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
具
体
的
に
い
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え
ば
、
三
界
を
超
え
て
仏
界
に
至
る
た
め
に
煩
悩
を
対
治
す
る
「
有

漏
法
」
に
は
、
四
禅
・
四
無
量
心
・
四
無
色
定
か
ら
成
る
十
二
門
禅

を
配
当
し
、
煩
悩
を
対
治
す
る
「
亦
有
漏
亦
無
漏
禅
」
に
は
、
六
妙

門
・
十
六
特
勝
・
四
念
処
・
通
明
観
を
配
当
し
、
煩
悩
の
習
気
を
対

治
す
る
「
無
漏
禅
次
第
之
相
」
に
は
、
修
行
法
の
浅
深
の
階
梯
を
体

系
的
に
位
置
づ
け
る
「
行
行
次
第
」
と
、
三
乗
の
そ
れ
ぞ
れ
が
実
践

す
る
修
行
法
の
浅
深
の
階
梯
を
体
系
的
に
位
置
づ
け
る
「
慧
行
次

第
」
と
に
分
け
て
説
き
、
菩
薩
の
み
が
実
践
す
る
「
菩
薩
不
共
次

第
」
に
は
、
自
性
禅
・
一
切
禅
・
難
禅
・
一
切
門
禅
・
善
人
禅
・
一

切
行
禅
・
除
悩
禅
・
此
世
他
世
楽
禅
・
清
浄
浄
禅
を
配
当
す
）
8
（

る
。

　

な
か
で
も
無
漏
禅
次
第
之
相
に
説
く
禅
観
や
禅
法
は
非
常
に
多

く
、
智
顗
は
「
行
行
次
第
」
を
観
・
錬
・
薫
・
修
に
四
句
分
別
し

て
、
観
禅
に
九
想
・
八
念
・
十
想
・
八
背
捨
・
八
勝
処
・
十
一
切

処
・
六
神
通
を
配
当
し
、
錬
禅
に
九
次
第
定
・
有
覚
有
観
な
ど
の
三

三
昧
を
配
当
し
、
薫
禅
に
師
子
奮
迅
三
昧
を
配
当
し
、
修
禅
に
超
越

三
昧
を
配
当
し
、「
慧
行
次
第
」
で
は
、
声
聞
の
三
昧
と
し
て
三
十

七
品
・
三
解
脱
門
・
四
諦
・
十
六
行
を
配
当
し
、
辟
支
仏
の
三
昧
は

十
二
因
縁
を
配
当
し
、
菩
薩
の
三
昧
は
、
自
性
禅
・
八
背
捨
・
九
次

第
定
・
師
子
奮
迅
三
昧
・
超
越
三
昧
を
配
当
す
る
。

　

本
論
で
は
、
こ
れ
ら
全
て
の
禅
観
や
禅
法
の
内
容
に
つ
い
て
一
々

言
及
せ
ず
に
、
前
述
し
た
大
野
教
授
の
講
義
に
参
加
し
て
筆
者
が
調

べ
て
手
応
え
の
あ
っ
た
、
無
漏
禅
次
第
之
相
に
み
ら
れ
る
禅
観
や
禅

法
の
う
ち
、
練
禅
の
九
次
第
定
と
薫
禅
の
師
子
奮
迅
三
昧
と
修
禅
の

超
越
三
昧
と
を
中
心
に
論
究
す
）
9
（
る
。

第
一
節
　
練
禅
と
九
次
第
定
に
つ
い
て

　
「
行
行
次
第
」
の
項
で
は
、
次
の
引
用
文
の
よ
う
に
、
九
次
第
定

と
有
覚
有
観
な
ど
の
三
三
昧
を
練
禅
に
配
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　

次
に
、
練
禅
を
明
か
さ
ば
、
す
な
わ
ち
こ
れ
九
次
第
定
な
り
。

（
中
略
）
お
よ
び
有
覚
有
観
等
の
三
三
昧
も
、
み
な
こ
れ
練
禅

の
摂
な
）
10
（

り
。

　

い
ま
は
、「
練
禅
」
と
「
九
次
第
定
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
注

目
す
る
。
練
禅
は
、
錬
禅
と
も
表
記
す
る
が
、『
望
月
佛
教
大
辞

典
』
に
は
、「
観
・
練
・
薫
・
修
」
か
ら
成
る
四
種
禅
の
説
明
と
関

連
し
て
、
練
禅
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　

練
禅
と
は
、
無
漏
禅
を
も
っ
て
諸
の
有
漏
味
禅
を
練
し
、
そ
の

滓
穢
を
除
き
て
、
み
な
清
浄
な
ら
し
む
る
こ
と
、
な
お
錬
金
術

の
法
の
ご
と
く
な
る
を
い
う
。
九
次
第
定
の
ご
と
き
こ
れ
な



『
次
第
禅
門
』
に
お
け
る
禅
観
と
禅
法
に
つ
い
て
（
武
藤
）

184─　   ─

り
。
た
だ
し
阿
毘
曇
熏
禅
の
法
も
、
ま
た
無
漏
を
も
っ
て
有
漏

を
練
す
と
い
え
ど
も
、
か
れ
は
た
だ
四
禅
を
練
す
る
の
み
に
し

て
、
無
色
界
に
及
ば
ず
。
い
ま
は
初
禅
よ
り
な
い
し
非
想
（
非

非
想
処
定
）
こ
と
ご
と
く
み
な
こ
れ
を
練
し
、
一
切
諸
禅
を
し

て
清
浄
調
柔
に
し
て
功
徳
を
増
益
せ
し
む
る
を
果
と
な
）
11
（
す
。

　

ま
た
『
広
説
仏
教
語
辞
典
』
に
は
、
練
禅
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　

錬
禅
は
練
禅
と
も
書
く
。
観
・
練
・
熏
・
修
の
四
種
禅
の
第

二
。
四
禅
・
四
無
色
定
・
滅
尽
定
の
九
次
第
定
を
い
）
12
（

う
。

　

こ
の
よ
う
に
両
辞
書
と
も
に
、
練
禅
は
、
観
・
練
・
薫
・
修
の
四

種
禅
の
う
ち
の
第
二
禅
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
九
次
第
定
が
練
禅
で

あ
る
と
記
し
て
い
る
。

　

本
節
で
は
、
練
禅
の
内
容
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
智
顗
の
前

期
時
代
に
お
け
る
教
学
の
基
に
な
っ
た
『
大
智
度
論
』
で
は
、
練
禅

を
ど
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
か
と
、『
大
智
度
論
』
の
文
を
受
け
て

智
顗
は
、
自
ら
の
著
述
で
練
禅
を
ど
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
か
、

の
二
面
か
ら
考
察
す
る
。

　
『
大
智
度
論
』
に
は
、
練
禅
と
い
う
用
語
は
一
箇
所
に
説
く
の
み

で
あ
る
。

　
　

四
禅
の
中
に
練
法
あ
り
。
無
漏
を
も
っ
て
有
漏
を
練
る
が
故

に
。
四
禅
に
心
、
自
在
な
る
こ
と
を
得
。
よ
く
無
漏
の
第
四
禅

を
も
っ
て
、
有
漏
の
第
四
禅
を
練
り
、
し
か
る
後
に
第
三

（
禅
）・
第
二
（
禅
）・
第
一
禅
は
み
な
自
地
の
無
漏
を
も
っ

て
、
自
地
の
有
漏
を
練
る
。

　
　

問
う
て
い
わ
く
。
何
を
も
っ
て
練
禅
と
名
づ
く
る
や
。

　
　

答
え
て
い
わ
く
。
諸
の
聖
人
は
、
無
漏
定
を
楽
し
み
、
有
漏

（
定
）
を
楽
し
ま
ず
。
欲
を
離
れ
る
時
、
浄
有
漏
を
楽
し
ま
ず

し
て
自
得
し
、
今
は
そ
の
滓
穢
を
除
か
ん
と
欲
す
る
が
故
に
、

無
漏
を
も
っ
て
こ
れ
を
練
る
。
喩
え
ば
、
金
を
練
っ
て
そ
の
穢

を
去
る
が
ご
と
し
。
無
漏
も
て
有
漏
を
練
る
も
ま
た
ま
た
か
く

の
ご
と
し
。
無
漏
禅
よ
り
起
こ
り
て
、
浄
禅
に
入
り
、
か
く
の

ご
と
く
し
ば
し
ば
す
。
こ
れ
を
名
づ
け
て
練
る
と
な
）
13
（

す
。

と
あ
っ
て
、
色
界
に
生
じ
る
四
段
階
の
禅
定
で
あ
る
四
禅
の
う
ち
、

第
四
禅
か
ら
始
ま
り
初
禅
に
至
る
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
無
漏
の
禅

を
用
い
て
、
有
漏
の
禅
を
練
り
上
げ
て
い
く
修
行
法
を
、「
練
禅
」

な
い
し
「
練
法
」
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。

　

後
述
す
る
が
、
智
顗
は
自
ら
の
著
述
に
お
い
て
、「
練
禅
」
と

「
九
次
第
定
」
と
い
う
、
そ
も
そ
も
別
の
概
念
で
あ
っ
た
両
者
を
結

び
つ
け
て
、「
練
禅
は
九
次
第
定
で
あ
る
」
と
い
う
説
を
展
開
す
る
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が
、『
大
智
度
論
』
で
「
九
次
第
定
」
を
述
べ
て
い
る
部
分
を
検
討

す
れ
ば
、

　
　

九
次
第
定
と
は
初
禅
の
心
よ
り
起
こ
っ
て
、
次
第
に
第
二
禅
に

入
り
、
余
心
を
し
て
入
る
こ
と
を
得
せ
し
め
ず
。
も
し
く
は

善
、
も
し
く
は
垢
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
し
て
す
な
わ
ち
滅
受

想
定
に
至
）
14
（
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、『
大
智
度
論
』
で
は
、
九
次
第
定
を
通
仏
教
的
な

解
釈
で
あ
る
、
四
禅
・
四
空
処
定
・
滅
受
想
定
か
ら
成
る
九
種
類
の

禅
定
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
練
禅
と
は
結
び
つ
け
て
い
な
い
。

　

次
に
智
顗
は
、「
練
禅
」
な
い
し
「
九
次
第
定
」
を
ど
の
よ
う
に

説
い
て
い
る
か
検
討
す
る
。

　

智
顗
の
著
述
で
は
、
錬
禅
や
九
次
第
定
の
用
例
が
多
い
た
め
、
こ

こ
で
は
練
禅
と
九
次
第
定
と
が
、
同
じ
文
章
中
に
登
場
す
る
五
つ
の

事
例
に
絞
っ
て
、
両
者
の
関
係
を
考
察
す
る
。

　

第
一
に
、『
次
第
禅
門
』
巻
第
一
下
に
は
、

　
　

次
に
、
練
禅
を
明
か
さ
ば
、
す
な
わ
ち
こ
れ
九
次
第
定
な
）
15
（
り
。

と
あ
っ
て
、
練
禅
を
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
九
次
第
定
と
同
じ
概
念

で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

　

第
二
に
、『
次
第
禅
門
』
巻
第
十
で
は
、
九
次
第
定
の
説
明
を
、

釈
名
と
次
位
と
修
証
の
三
種
類
か
ら
述
べ
る
が
、
こ
の
う
ち
釈
名
の

項
で
、
九
次
第
定
と
練
禅
と
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
　

九
次
第
定
を
釈
す
る
に
、
す
な
わ
ち
三
意
と
な
す
。
一
に
は
名

を
釈
す
。
二
に
は
次
位
を
釈
す
。
三
に
は
修
証
を
明
か
す
。
第

一
に
名
を
明
か
す
。
い
ま
は
こ
の
九
法
は
、
み
な
転
じ
て
次
第

定
と
名
づ
く
る
は
、
上
来
の
諸
の
法
門
は
、
す
で
に
観
行
は
い

ま
だ
熟
さ
ざ
れ
ば
、
禅
に
入
る
と
き
に
心
に
間
あ
り
。
ゆ
え
に

次
第
定
と
名
づ
く
る
な
り
。
行
者
は
、
定
観
の
法
は
、
先
に
す

で
に
成
就
す
れ
ば
、
い
ま
こ
の
な
か
に
修
練
し
、
す
で
に
熟
し

て
よ
く
一
禅
心
を
起
こ
し
、
次
に
一
禅
に
入
っ
て
心
は
間
な

く
、
異
念
を
し
て
入
る
こ
と
を
得
せ
し
め
ず
。
も
し
は
善
、
も

し
は
垢
、
か
く
の
ご
と
く
な
い
し
滅
受
想
定
に
入
る
。
こ
れ
を

九
次
第
定
と
名
づ
く
。
ま
た
は
練
禅
と
名
づ
く
。
所
以
は
い
か

ん
。
諸
の
仏
弟
子
は
、
心
に
無
漏
を
楽
み
て
、
先
に
諸
の
味
禅

を
得
。
今
は
そ
の
滓
穢
を
除
か
ん
と
欲
し
て
、
無
漏
禅
を
も
っ

て
こ
れ
を
練
り
、
み
な
清
浄
な
ら
し
む
る
は
、
錬
金
の
法
の
ご

と
し
。

　
　

問
う
て
い
わ
く
。
九
次
第
定
を
説
く
な
か
の
練
法
と
、
阿
毘
曇

の
人
の
熏
禅
を
明
か
す
法
と
何
ら
の
異
な
り
か
あ
る
を
や
と
。
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答
え
て
い
わ
く
。
同
あ
り
、
異
あ
り
。
か
れ
は
無
漏
を
も
っ
て

有
漏
を
練
る
。
い
ま
ま
た
無
漏
を
も
っ
て
有
漏
を
練
る
。
ゆ
え

に
同
あ
り
。
か
れ
は
す
な
わ
ち
た
だ
四
禅
を
練
り
、
退
転
を
防

が
ん
た
め
に
純
を
転
じ
て
利
と
な
す
。
現
法
楽
お
よ
び
五
浄
居

に
生
ず
る
を
明
か
す
が
ゆ
え
に
、
た
だ
四
禅
を
練
る
。
無
色
界

は
す
な
わ
ち
練
法
な
し
。
い
ま
は
、
初
禅
な
い
し
非
想
（
非
非

想
処
定
）
こ
と
ご
と
く
み
な
こ
れ
を
練
り
て
、
一
切
の
諸
禅
を

し
て
清
浄
に
調
柔
し
て
功
徳
を
増
益
せ
し
む
る
こ
と
を
明
か

す
。
ゆ
え
に
異
な
り
と
な
す
な
）
16
（

り
。

と
あ
っ
て
、
先
の
『
大
智
度
論
』
の
錬
金
術
の
例
え
を
引
用
し
な
が

ら
、
智
顗
は
新
た
に
九
次
第
定
が
練
禅
と
同
じ
概
念
で
あ
る
と
規
定

し
て
い
る
。

　

第
三
に
、『
六
妙
法
門
』
で
は
、
数
息
・
随
息
・
止
・
観
・
還
・

浄
か
ら
成
る
六
妙
門
に
、
イ
ン
ド
伝
来
の
修
行
法
を
分
類
す
る
中

で
、
九
次
第
定
と
練
禅
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
　

四
に
観
を
妙
門
と
な
す
は
、
行
者
、
修
観
に
よ
る
が
ゆ
え
に
。

す
な
わ
ち
よ
く
九
想
・
八
念
・
十
想
・
八
背
捨
・
八
勝
処
・
十

一
切
処
・
九
次
第
定
・
獅
子
奮
迅
三
昧
・
超
越
三
昧
・
練
禅
・

十
四
変
化
心
・
三
明
・
六
通
お
よ
び
八
解
脱
を
出
生
し
、
滅
受

想
を
得
、
す
な
わ
ち
涅
槃
に
入
る
。
観
を
妙
門
と
な
す
の
意
こ

こ
に
あ
る
な
）
17
（
り
。

と
あ
っ
て
、
九
次
第
定
と
練
禅
を
別
個
に
説
い
て
お
り
、
両
者
は
同

じ
概
念
で
は
な
い
と
あ
る
。

　

第
四
に
、
天
台
教
団
の
中
で
辞
書
的
役
割
を
担
っ
た
『
法
界
次
第

初
門
』
に
は
、「
九
次
第
定
」
の
項
を
設
け
て
い
る
）
18
（
が
、
そ
こ
に
は

「
練
禅
」
の
用
語
は
な
い
。
ま
た
、
九
次
第
定
と
類
似
し
た
修
行
内

容
で
あ
る
「
通
明
禅
」
は
、
阿
羅
漢
以
上
の
聖
者
が
、
四
禅
と
四
無

色
定
と
滅
尽
定
か
ら
成
る
修
行
法
を
実
践
す
る
が
、『
法
界
次
第
初

門
』
の
「
通
明
禅
」
の
項
で
）
19
（

も
、
練
禅
と
通
明
観
と
の
関
係
は
説
い

て
い
な
い
。

　
『
法
界
次
第
初
門
』
で
唯
一
「
練
禅
」
を
説
く
の
は
、「
六
波
羅

蜜
」
の
項
で
、
禅
波
羅
蜜
を
世
間
禅
と
出
世
間
禅
と
出
世
間
上
上
禅

の
三
種
に
分
類
し
て
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

禅
に
二
種
あ
り
。
一
に
は
世
間
禅
。
二
に
は
出
世
間
禅
な
り
。

（
中
略
）
出
世
間
禅
と
は
、
ま
た
二
種
あ
り
。
一
に
は
出
世
間

禅
。
二
に
は
出
世
間
上
上
禅
な
り
。
出
世
間
禅
と
は
、
い
わ
く

六
妙
門
・
十
六
特
勝
・
通
明
・
九
想
・
八
念
・
十
想
・
八
背

捨
・
八
勝
処
・
十
一
切
処
・
練
禅
・
十
四
変
化
・
願
智
頂
禅
・
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無
諍
三
昧
・
三
三
昧
・
師
子
奮
迅
（
三
昧
）・
超
越
三
昧
な
い

し
三
明
六
通
か
く
の
ご
と
き
等
の
禅
は
、
み
な
こ
れ
出
世
間
禅

な
り
。
ま
た
は
二
乗
の
共
禅
と
名
づ
）
20
（
く
。

と
あ
っ
て
、
練
禅
を
出
世
間
禅
の
一
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

　

第
五
に
、『
法
華
玄
義
』
巻
第
四
上
に
は
、
出
世
間
禅
を
観
・

練
・
薫
・
修
の
四
種
禅
の
う
ち
、
薫
禅
に
練
禅
を
当
て
は
め
て
説
く

中
で
、
練
禅
は
九
次
第
定
で
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
　

二
に
出
世
間
禅
を
明
か
さ
ば
、
す
な
わ
ち
四
種
あ
り
。
観
・

練
・
熏
・
修
を
い
う
。（
中
略
）
練
禅
と
は
、
す
な
わ
ち
九
次

第
定
な
り
。
上
来
、
八
禅
を
得
る
と
い
え
ど
も
、
入
る
に
は
す

な
わ
ち
有
間
な
り
。
い
ま
は
純
熟
し
て
初
め
の
浅
き
よ
り
、
極

め
て
後
の
深
き
に
至
ら
し
め
ん
と
欲
し
て
、
次
第
し
て
入
り
、

中
間
に
垢
滓
間
穢
あ
る
こ
と
な
く
、
不
次
第
の
者
を
し
て
次
第

な
ら
し
む
。
故
に
次
第
と
名
づ
く
。
ま
た
こ
れ
無
漏
も
て
有
漏

を
練
り
、
も
ろ
も
ろ
の
間
穬
を
除
く
が
ゆ
え
に
、
練
禅
と
名
づ

く
。
ま
た
こ
れ
均
し
く
諸
禅
を
調
え
、
定
慧
を
し
て
斉
平
に
し

て
無
間
な
ら
し
む
る
な
り
。『
阿
毘
曇
』
に
熏
・
練
を
明
か
す

に
、
た
だ
無
漏
を
も
っ
て
四
禅
に
熏
ず
る
と
い
う
の
み
。
い
ま

は
無
漏
を
も
っ
て
通
じ
て
八
地
を
練
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
次
第

に
無
間
三
昧
に
入
る
な
）
21
（
り
。

と
あ
っ
て
、
第
二
の
『
次
第
禅
門
』
と
同
様
に
、
練
禅
は
九
次
第
定

で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
『
阿
毘
曇
』
で
も
薫
禅
と
練
禅
を
説
く
が
、

『
阿
毘
曇
』
で
は
無
漏
禅
に
よ
っ
て
四
禅
を
薫
じ
る
の
み
で
あ
る

が
、
天
台
が
目
指
す
練
禅
は
、
無
漏
禅
に
よ
っ
て
八
地
を
練
り
あ
げ

て
い
き
、
順
序
次
第
に
無
間
三
昧
に
入
る
こ
と
を
目
指
す
と
説
い
て

い
る
。
な
お
、『
法
華
玄
義
』
で
い
う
八
禅
な
い
し
八
地
に
つ
い

て
、
智
顗
は
述
べ
て
お
ら
ず
そ
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

湛
然
（
七
一
一

－

七
八
二
）
の
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
に
よ
れ
）
22
（

ば
、
八

禅
な
い
し
八
地
は
、
根
本
味
禅
・
六
妙
門
・
十
六
特
勝
・
通
明
禅
・

九
想
・
八
背
捨
・
八
勝
処
・
十
一
切
勝
の
八
種
で
あ
る
と
い
う
。

　

以
上
、
五
つ
の
事
例
を
考
察
し
た
が
、
整
理
す
る
と
次
の
ⓐ
〜
ⓓ

と
な
る
。

　

ⓐ
『
六
妙
法
門
』
で
は
、
練
禅
と
九
次
第
定
は
別
の
概
念
と
し
て

捉
え
て
い
た
。
し
か
し
、

　

ⓑ
『
次
第
禅
門
』
と
『
法
華
玄
義
』
で
は
、
智
顗
は
『
大
智
度

論
』
に
説
く
「
練
禅
」
と
い
う
用
語
を
踏
襲
し
た
上
で
、
練
禅
は
九

次
第
定
と
同
じ
概
念
で
あ
る
と
新
た
に
規
定
し
た
。

　

ⓒ
『
法
界
次
第
初
門
』
は
、
練
禅
は
九
次
第
定
と
は
別
に
、
出
世
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間
禅
の
一
つ
と
し
て
説
い
た
。
従
っ
て
、

　

ⓓ
『
六
妙
法
門
』
で
は
、
練
禅
と
九
次
第
定
は
別
の
概
念
と
し
て

捉
え
て
い
る
が
、『
次
第
禅
門
』
と
『
法
華
玄
義
』
で
は
、
練
禅
と

九
次
第
定
は
同
じ
概
念
と
し
て
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
智
顗
は
、

『
大
智
度
論
』
の
「
練
禅
」
と
い
う
用
語
を
基
に
し
て
、
練
禅
は
九

次
第
定
と
同
じ
概
念
で
あ
る
と
創
出
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

し
か
も
智
顗
の
最
初
期
の
著
述
で
あ
る
『
次
第
禅
門
』
に
始
ま

り
、
晩
年
の
『
法
華
玄
義
』
に
も
説
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ

る
と
、
大
蘇
山
（
河
南
省
商
城
県
）
の
慧
思
（
五
一
五

－

五
七
七
）

の
も
と
で
『
大
品
般
若
経
』
と
『
大
智
度
論
』
を
学
び
、
師
と
別
れ

た
後
に
、
建
康
（
江
蘇
省
南
京
）
の
瓦
官
寺
で
『
大
智
度
論
』
と

『
次
第
禅
門
』
を
講
説
し
た
智
顗
に
と
っ
）
23
（

て
、『
大
智
度
論
』
で
抽
象

的
に
説
く
「
練
禅
」
を
、
い
か
に
中
国
に
伝
来
し
た
数
多
あ
る
修
行

法
と
結
び
つ
け
て
説
く
か
が
、
テ
ー
マ
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
と
推

測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
智
顗
の
著
述
に
練
禅
と
九
次
第
定
を
結
び
つ
け
て
説
く
場

合
と
、
別
概
念
と
し
て
説
く
場
合
と
の
矛
盾
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

現
存
す
る
智
顗
の
著
述
の
多
く
は
、
智
顗
自
身
が
著
わ
し
た
も
の
は

少
な
く
、
智
顗
の
講
説
を
灌
頂
（
五
六
一

－

六
三
二
）
ら
が
、
筆
録

し
て
編
纂
し
た
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
た
め
、
齟
齬
を
き
た
す
の
は

い
た
し
か
た
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節
　
薫
禅
の
師
子
奮
迅
三
昧
と
修
禅
の
超
越
三
昧
に
つ
い
て

　
『
次
第
禅
門
』
で
は
、
練
禅
に
続
い
て
左
の
引
用
文
の
よ
う
に
、

薫
禅
は
師
子
奮
迅
三
昧
と
同
義
で
あ
り
、
修
禅
は
超
越
三
昧
と
同
義

で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

　
　

次
に
、
薫
禅
を
明
か
す
。
薫
禅
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
師
子
奮
迅

三
昧
な
り
。
順
・
逆
の
次
第
に
入
・
出
し
、
諸
禅
を
薫
じ
て
、

定
と
観
と
を
分
明
に
純
熟
し
、
功
徳
を
増
益
せ
し
む
る
が
ゆ
え

な
り
。
次
に
、
修
禅
を
明
か
さ
ば
、
修
禅
は
す
な
わ
ち
こ
れ
超

越
三
昧
な
り
。
諸
禅
の
な
か
に
お
い
て
、
超
越
し
て
入
・
出

し
、
無
礙
自
在
に
解
脱
を
得
ん
が
た
め
の
ゆ
え
な
）
24
（

り
。

と
あ
る
。
本
節
で
は
、
薫
禅
と
師
子
奮
迅
三
昧
と
の
関
連
と
、
修
禅

と
超
越
三
昧
と
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

第
一
は
、
薫
禅
で
あ
る
。

　

観
・
練
・
薫
・
修
の
四
種
禅
の
う
ち
第
三
禅
で
あ
る
薫
禅
は
、
熏

禅
と
も
い
う
が
、
仏
教
諸
経
論
に
は
、
薫
禅
が
師
子
奮
迅
三
昧
と
同



『
次
第
禅
門
』
に
お
け
る
禅
観
と
禅
法
に
つ
い
て
（
武
藤
）

189─　   ─

義
で
あ
る
と
い
う
記
述
は
な
い
。

　

左
の
引
用
文
の
よ
う
に
、『
次
第
禅
門
』
巻
第
十
で
は
薫
禅
に
つ

い
て
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
師
子
奮
迅
三
昧
は
、
九
次
第
定
を
基
本

に
す
る
と
い
う
。
具
体
的
に
は
、
九
次
第
定
の
最
下
位
の
禅
定
で
あ

る
初
禅
か
ら
始
ま
り
第
二
禅
へ
、
階
段
を
一
段
ず
つ
登
る
よ
う
に
実

践
し
、
最
上
位
で
あ
る
滅
受
想
定
ま
で
実
践
す
る
。
続
い
て
、
最
上

位
の
滅
受
想
定
か
ら
始
ま
り
最
下
位
の
初
禅
ま
で
を
、
階
段
を
一
段

ず
つ
降
り
る
よ
う
に
実
践
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、
九
次
第
定
と
の

大
き
な
相
違
は
、
師
子
奮
迅
三
昧
に
通
達
す
る
と
、
牛
革
か
ら
様
々

な
物
が
で
き
る
よ
う
に
、
物
事
に
精
通
し
変
幻
自
在
な
姿
を
開
顕
で

き
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

　
　

次
に
、
師
子
奮
迅
三
昧
を
釈
す
。
い
ま
師
子
奮
迅
三
昧
を
明
か

さ
ば
、『
般
若
経
』
の
中
に
説
く
が
ご
と
し
。
行
者
は
、
九
次

第
定
に
よ
り
て
、
師
子
奮
迅
三
昧
に
入
る
。

　
　

い
か
ん
が
師
子
奮
迅
三
昧
と
名
づ
く
や
。
欲
を
離
れ
、
不
善
法

を
離
れ
、
有
覚
有
観
、
離
生
喜
楽
し
て
初
禅
に
入
る
。
か
く
の

ご
と
く
次
第
し
て
、
二
禅
、
三
禅
、
四
禅
、
空
処
、
識
処
、
不

用
処
、
非
有
想
非
無
想
処
に
入
り
、
滅
受
想
定
に
入
る
。
滅
受

想
定
よ
り
起
ち
て
、
還
り
て
非
有
想
非
無
想
処
に
入
り
、
非
有

想
非
無
想
処
よ
り
起
ち
て
、
還
り
て
不
用
処
に
入
る
。
か
く
の

ご
と
く
次
第
に
、
還
り
て
識
処
に
入
り
、
空
処
に
入
り
、
四
禅

に
入
り
、
三
禅
に
入
り
、
二
禅
に
入
り
、
初
禅
に
入
る
。
こ
れ

を
師
子
奮
迅
三
昧
と
名
づ
く
る
な
り
。
譬
え
ば
、
師
子
の
奮
迅

の
と
き
は
、
た
だ
よ
く
前
に
進
み
て
奮
迅
し
て
去
る
の
み
に
あ

ら
ず
。
ま
た
よ
く
却
行
す
る
に
も
奮
迅
し
て
帰
る
が
ご
と
き
。

一
切
の
諸
獣
の
能
わ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
し
か
る
に
、
行
者
が

こ
の
（
師
子
奮
迅
三
昧
）
法
門
に
入
る
も
、
ま
た
ま
た
か
く
の

ご
と
し
。
た
だ
よ
く
心
心
に
次
第
し
て
、
初
禅
よ
り
直
ち
に
滅

受
（
想
定
）
に
至
る
の
み
に
あ
ら
ず
。
ま
た
よ
く
滅
受
想
定
よ

り
却
り
て
非
想
に
入
り
、
入
り
て
初
禅
に
至
る
。
こ
れ
す
な
わ

ち
、
義
は
師
子
の
奮
迅
す
る
に
同
じ
。
上
来
の
諸
禅
の
能
わ
ざ

る
と
こ
ろ
な
り
。
し
か
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
定
を
説
い
て
師
子

奮
迅
三
昧
と
な
す
。
行
者
は
、
こ
の
法
門
に
住
す
れ
ば
、
す
な

わ
ち
よ
く
覆
却
し
て
遍
く
一
切
の
諸
禅
に
入
る
。
諸
の
観
や
定

を
薫
じ
て
こ
と
ご
と
く
通
利
な
ら
し
め
、
転
変
自
在
に
し
て
諸

の
深
三
昧
や
種
種
の
功
徳
を
出
生
し
、
神
智
は
う
た
た
勝
れ

ば
、
ま
た
薫
禅
と
名
づ
く
。
譬
え
ば
、
牛
革
を
薫
熟
す
れ
ば
、

意
に
随
っ
て
諸
の
世
物
を
作
す
が
ご
と
し
。
こ
れ
も
ま
た
か
く



『
次
第
禅
門
』
に
お
け
る
禅
観
と
禅
法
に
つ
い
て
（
武
藤
）

190─　   ─

の
ご
と
し
。
次
位
を
分
別
す
る
は
、
こ
れ
九
（
次
第
）
定
に

同
）
25
（
じ
。

と
あ
っ
て
、『
大
品
般
若
経
』
を
引
用
し
て
、
師
子
奮
迅
三
昧
は
九

次
第
定
の
実
践
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
師
子
奮
迅
三
昧
に
つ

い
て
、
智
顗
が
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
大
品
般
若
経
』
巻
第
二

十
に
、

　
　

こ
の
菩
薩
は
、
八
背
捨
・
九
次
第
定
に
依
り
て
、
師
子
奮
迅
三

昧
に
入
る
。
云
何
が
師
子
奮
迅
三
昧
と
名
づ
く
る
や
。
須
菩
提

よ
、
菩
薩
は
欲
を
離
れ
、
悪
不
善
の
法
を
離
れ
、
有
覚
有
観
、

離
生
喜
楽
、
初
禅
に
入
り
、
な
い
し
滅
受
想
定
に
入
る
。
滅
受

想
定
よ
り
起
ち
、
な
い
し
か
え
っ
て
初
禅
に
入
る
。
こ
の
菩
薩

は
、
師
子
奮
迅
三
昧
に
よ
っ
て
、
超
越
三
昧
に
入
）
26
（

る
。

と
あ
る
。
九
次
第
定
を
順
観
と
逆
観
に
実
践
す
る
こ
と
が
、
師
子
奮

迅
三
昧
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
が
、『
大
品
般
若
経
』
に
は
、
薫
禅

と
い
う
用
語
そ
の
も
の
は
な
い
。

　

ま
た
智
顗
は
、『
法
界
次
第
初
門
』
巻
中
之
上
の
「
師
子
奮
迅
三

昧
」
の
項
で
）
27
（
は
、
右
の
『
大
品
般
若
経
』
に
基
づ
い
て
、
師
子
奮
迅

三
昧
と
九
次
第
定
と
の
関
係
を
述
べ
て
お
り
、
更
に
、
師
子
奮
迅
三

昧
に
は
、
師
子
奮
迅
入
三
昧
と
、
師
子
奮
迅
出
三
昧
の
二
つ
が
あ
る

と
説
い
て
い
る
。
し
か
し
当
該
箇
所
に
は
、
薫
禅
の
用
語
は
な
く
、

師
子
奮
迅
三
昧
が
薫
禅
で
あ
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
智

顗
は
『
大
品
般
若
経
』
の
師
子
奮
迅
三
昧
の
記
述
を
参
照
し
て
、
薫

禅
と
い
う
概
念
を
創
出
し
た
と
推
測
で
き
る
。

　

第
二
は
、
修
禅
と
超
越
三
昧
と
の
関
連
で
あ
る
。

　

本
節
の
冒
頭
で
み
た
よ
う
に
、
智
顗
は
、
観
・
練
・
薫
・
修
の
う

ち
最
高
位
で
あ
る
修
禅
は
、
超
越
三
昧
と
同
じ
概
念
で
あ
る
と
説
い

た
。
超
越
三
昧
は
頂
禅
な
ど
と
も
い
う
が
、
仏
教
諸
経
論
に
は
、
超

越
三
昧
が
修
禅
と
同
義
で
あ
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
。

　
『
法
界
次
第
初
門
』
の
「
超
越
三
昧
」
の
項
で
は
、
次
の
引
用
文

の
よ
う
に
超
越
三
昧
を
、
超
入
三
昧
と
超
出
三
昧
に
区
分
し
て
説
く

が
、
四
禅
・
四
空
処
定
・
滅
受
想
定
か
ら
成
る
「
九
次
第
定
」
の

一
々
の
段
階
を
一
気
呵
成
に
飛
び
越
え
て
、
初
禅
か
ら
滅
受
想
定
へ

入
っ
た
り
、
第
二
禅
か
ら
滅
受
想
定
へ
入
っ
た
り
、
逆
に
、
滅
受
想

定
か
ら
心
の
落
ち
着
か
な
い
散
心
へ
入
っ
た
り
、
非
有
想
非
無
想
定

か
ら
散
心
へ
入
っ
た
り
と
、
自
由
自
在
に
禅
定
の
段
階
を
往
来
す
る

と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

　
　

師
子
奮
迅
三
昧
に
次
い
で
、
超
越
（
三
昧
）
を
弁
ず
る
は
、

『
大
品
経
』
に
仏
は
自
ら
誠
言
す
。
菩
薩
は
師
子
奮
迅
三
昧
に
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依
り
て
超
越
三
昧
に
入
る
と
。（
中
略
）
い
か
ん
が
超
入
三
昧

と
名
づ
く
や
。
諸
の
欲
・
悪
・
不
善
の
法
を
離
れ
、
有
覚
有

観
、
離
生
喜
楽
の
初
禅
に
入
る
。
初
禅
よ
り
起
ち
て
非
有
想
非

無
想
処
に
超
入
し
、
非
有
想
非
無
想
処
よ
り
起
ち
て
、
滅
受
想

定
に
入
る
。
滅
受
想
定
よ
り
起
ち
て
還
り
て
初
禅
に
入
る
。
初

禅
よ
り
起
ち
て
滅
受
想
定
に
入
る
。
滅
受
想
定
よ
り
起
ち
て
二

禅
に
入
る
。
二
禅
よ
り
起
ち
て
滅
受
想
定
に
入
る
。（
中
略
）

い
か
ん
が
超
出
三
昧
と
名
づ
く
や
。
滅
受
想
定
よ
り
散
心
の
中

に
入
り
、
散
心
の
中
よ
り
滅
受
想
定
に
入
る
。
滅
受
想
定
よ
り

起
ち
て
還
り
て
散
心
の
中
に
住
す
。
散
心
の
中
よ
り
起
ち
て
非

有
想
非
無
想
処
に
入
り
、
非
有
想
非
無
想
処
よ
り
起
ち
て
散
心

の
中
に
住
す
。
散
心
の
中
よ
り
起
ち
て
無
所
有
処
に
入
り
、
無

所
有
処
よ
り
起
ち
て
散
心
の
中
に
住
す
。（
中
略
）
散
心
の
中

よ
り
起
ち
て
初
禅
に
入
り
、
初
禅
よ
り
起
ち
て
散
心
の
中
に

入
）
28
（

る
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
五
五
二
．
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
る
東
京
駅
と
新

大
阪
駅
の
間
を
、
約
二
時
間
三
十
分
で
結
ぶ
東
海
道
新
幹
線
の
「
の

ぞ
み
」
号
が
、
名
古
屋
や
京
都
な
ど
の
主
要
駅
し
か
停
車
し
な
い
よ

う
に
、
超
越
三
昧
は
、
九
次
第
定
を
構
成
す
る
一
々
の
段
階
に
つ
い

て
、
途
中
の
段
階
を
通
過
し
て
、
禅
定
の
各
段
階
を
行
き
来
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

智
顗
が
『
法
界
次
第
初
門
』
を
説
く
際
に
、
参
照
し
た
と
考
え
ら

れ
る
文
が
、『
大
品
般
若
経
』
に
あ
る
。

　
　

こ
の
菩
薩
は
、
師
子
奮
迅
三
昧
に
依
っ
て
、
超
越
三
昧
に
入

る
。
い
か
ん
が
超
越
三
昧
と
な
す
や
。
須
菩
提
よ
、
菩
薩
は
欲

を
離
れ
、
諸
悪
・
不
善
法
を
離
れ
、
有
覚
有
観
、
離
生
喜
楽
、

初
禅
に
入
り
、
初
禅
よ
り
起
ち
て
な
い
し
非
有
想
非
無
想
処
に

入
り
、
非
有
想
非
無
想
処
を
起
ち
て
滅
受
想
定
に
入
り
、
滅
受

想
定
を
起
ち
て
還
っ
て
初
禅
に
入
る
。
初
禅
を
起
ち
て
滅
受
想

定
に
入
り
、
滅
受
想
定
を
起
ち
て
（
第
）
二
禅
に
入
る
。（
第
）

二
禅
を
起
ち
て
滅
受
想
定
に
入
り
、
滅
受
想
定
を
起
ち
て

（
第
）
三
禅
に
入
る
。（
中
略
）
散
心
の
中
を
起
ち
て
滅
受
想
定

に
入
り
、
滅
受
想
定
を
起
ち
て
還
っ
て
散
心
の
中
に
入
る
。
散

心
の
中
を
起
ち
て
非
有
想
非
無
想
処
（
定
）
に
入
り
、
非
有
想

非
無
想
処
（
定
）
を
起
ち
て
還
っ
て
散
心
の
中
に
住
す
。
散
心

の
中
を
起
ち
て
無
所
有
処
（
定
）
に
入
り
、
無
所
有
処
（
定
）

を
起
ち
て
散
心
の
中
に
住
す
。
散
心
の
中
を
起
ち
て
識
処

（
定
）
に
入
り
、
識
処
（
定
）
を
起
ち
て
散
心
の
中
に
住
す
。
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加行 超入 超出

滅受想定

非有想非無想
処定

無所有処定

識処定

空処定

第四禅

第三禅

第二禅

初　禅

散　心

図１　九次第定（★で表示）と師子奮迅三昧（■で表示）と 
　　　超越三昧（○□▽で表示）との関連
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散
心
の
中
を
起
ち
て
空
処
（
定
）
に
入
り
、
空
処
（
定
）
を
起

ち
て
散
心
の
中
に
住
す
。
散
心
の
中
を
起
ち
て
第
四
禅
の
中
に

入
り
、
第
四
禅
の
中
を
起
ち
て
散
心
の
中
に
住
す
。
散
心
の
中

を
起
ち
て
第
三
禅
の
中
に
入
り
、
第
三
禅
の
中
を
起
ち
て
散
心

の
中
に
住
す
。
散
心
の
中
を
起
ち
て
第
二
禅
の
中
に
入
り
、
第

二
禅
の
中
を
起
ち
て
散
心
の
中
に
住
す
。
散
心
の
中
を
起
ち
て

初
禅
の
中
に
入
り
、
初
禅
の
中
を
起
ち
て
散
心
の
中
に
住
す
。

こ
の
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
超
越
三
昧
に
住
し
て
、
諸
法
の
等
相
を

得
。
こ
れ
を
菩
薩
の
般
若
波
羅
蜜
に
住
し
て
、
禅
那
波
羅
蜜
を

取
る
と
な
）
29
（

す
。

と
あ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
智
顗
は
『
法
界
次
第
初
門
』
に
お
い
て
、
超
越

三
昧
を
「
超
入
」
と
「
超
出
」
に
分
類
し
て
説
く
が
、
こ
の
う
ち
初

禅
か
ら
滅
受
想
定
へ
と
上
が
っ
て
い
く
の
を
「
超
入
」
と
い
い
、
滅

受
想
定
か
ら
散
心
へ
と
下
が
っ
て
い
く
の
を
「
超
出
」
と
規
定
し
て

い
る
。

　

い
ま
は
、
本
論
で
考
察
し
た
『
次
第
禅
門
』
や
『
法
界
次
第
初

門
』
に
説
く
、「
練
禅
の
九
次
第
定
」
と
「
薫
禅
の
師
子
奮
迅
三

昧
」
と
「
修
禅
の
超
越
三
昧
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
禅
定
の
動
き
を
図
式

化
す
れ
ば
、
右
頁
の
「
図
１
」
の
よ
う
に
な
る
。

結
　
論

　

以
上
、
本
論
で
は
無
漏
禅
次
第
之
相
に
み
ら
れ
る
禅
観
や
禅
法
の

う
ち
、
練
禅
と
九
次
第
定
、
薫
禅
と
師
子
奮
迅
三
昧
、
修
禅
と
超
越

三
昧
に
限
定
し
て
、
そ
こ
に
説
く
禅
観
や
禅
法
の
内
容
を
考
察
し

た
。

　

本
論
の
考
察
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
ま
と
め
れ
ば
、
次
の

ⓐ
〜
ⓔ
と
な
る
。

　

ⓐ
練
禅
と
九
次
第
定
は
同
義
で
あ
り
、
薫
禅
と
師
子
奮
迅
三
昧
は

同
義
で
あ
り
、
修
禅
と
超
越
三
昧
は
同
義
で
あ
る
と
説
く
仏
教
諸
経

論
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
関
係
を
築
い
た
の
は
、
智
顗

の
独
創
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。

　

ⓑ
『
大
智
度
論
』
で
は
、
色
界
に
生
じ
る
四
段
階
の
禅
定
で
あ
る

四
禅
の
う
ち
、
第
四
禅
か
ら
始
ま
り
初
禅
に
至
る
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
無
漏
の
禅
を
用
い
て
、
有
漏
の
禅
を
練
り
上
げ
て
い
く
修
行
法

を
、「
練
禅
」
と
称
し
て
い
た
。
し
か
し
智
顗
は
、『
大
智
度
論
』
の

用
語
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
練
禅
は
九
次
第
定
と
同
義
で
あ
る
と
新

た
に
規
定
し
た
。
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ⓒ
こ
の
九
次
第
定
は
、
そ
の
後
の
薫
禅
や
修
禅
で
説
く
、
師
子
奮

迅
三
昧
や
超
越
三
昧
と
大
き
く
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ

も
九
次
第
定
は
、
四
禅
・
四
空
処
定
・
滅
受
想
定
か
ら
成
る
九
種
類

の
禅
定
が
、
智
慧
が
深
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
禅
か
ら
第
二
禅

へ
、
第
二
禅
か
ら
第
三
禅
へ
と
始
ま
り
、
非
有
想
非
無
想
定
か
ら
滅

受
想
定
に
至
る
と
い
う
、
禅
定
の
レ
ベ
ル
を
浅
か
ら
深
へ
と
順
序
次

第
に
進
み
入
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ⓓ
智
顗
は
こ
の
九
次
第
定
を
、
師
子
奮
迅
三
昧
と
超
越
三
昧
に
応

用
し
て
次
の
よ
う
に
説
い
た
。
す
な
わ
ち
師
子
奮
迅
三
昧
で
は
、
九

次
第
定
の
一
々
に
つ
い
て
、
初
禅
か
ら
第
二
禅
へ
、
第
二
禅
か
ら
第

三
禅
へ
と
、
順
番
通
り
実
践
し
た
り
、
ま
た
逆
に
、
滅
受
想
定
か
ら

非
有
想
非
無
想
定
へ
、
非
有
想
非
無
想
定
か
ら
無
処
有
処
定
へ
と
、

禅
定
の
浅
深
の
レ
ベ
ル
を
一
段
階
ず
つ
下
げ
る
修
行
法
で
あ
る
と
規

定
し
た
。
ま
た
超
越
三
昧
で
は
、「
超
入
」
と
「
超
出
」
を
二
分
し

て
次
の
よ
う
に
説
く
。
す
な
わ
ち
、
散
心
か
ら
九
次
第
定
の
最
下
位

で
あ
る
初
禅
に
入
っ
た
後
、
上
位
か
ら
第
二
位
の
非
有
想
非
無
想
処

定
に
入
り
、
非
有
想
非
無
想
処
定
か
ら
滅
受
想
定
に
入
り
、
そ
の
後

初
禅
に
還
る
。
続
い
て
、
初
禅
か
ら
滅
受
想
定
へ
入
り
、
滅
受
想
定

か
ら
第
二
禅
へ
還
り
、
第
二
禅
か
ら
滅
受
想
定
へ
入
り
、
滅
受
想
定

か
ら
第
三
禅
へ
還
る
と
い
う
よ
う
に
、
修
行
者
が
今
、
実
践
し
て
い

る
禅
定
の
レ
ベ
ル
か
ら
、
最
終
的
に
目
標
と
す
る
、
滅
受
想
定
ま

で
、
一
気
呵
成
に
飛
び
越
え
て
入
り
な
が
ら
、
九
次
第
定
の
階
位
を

一
段
ず
つ
上
げ
て
い
く
禅
定
を
い
う
。
こ
れ
が
「
超
入
」
の
あ
り
様

で
あ
る
。「
超
出
」
で
は
、
普
通
、
九
次
第
定
を
実
践
す
る
場
合

は
、
最
上
位
の
滅
受
想
定
か
ら
始
ま
り
最
下
位
の
初
禅
ま
で
を
、
階

段
を
一
段
ず
つ
降
り
る
よ
う
に
実
践
す
る
が
、
超
越
三
昧
の
場
合

は
、
滅
受
想
定
か
ら
、
禅
定
に
入
る
以
前
の
段
階
で
心
が
落
ち
着
い

て
い
な
い
散
心
へ
、
非
有
想
非
無
想
処
定
か
ら
散
心
へ
と
、
一
気
呵

成
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
智
顗
は
、
九
次
第

定
を
基
に
し
な
が
ら
も
、
新
た
な
概
念
を
創
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

ⓔ
佐
藤
哲
英
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
）
30
（

に
、
智
顗
の
『
維
摩
経
文
疏
』

に
は
、
滅
尽
定
に
入
る
に
は
通
明
観
・
八
背
捨
・
九
次
第
定
・
師
子

奮
迅
三
昧
・
超
越
三
昧
の
五
種
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
観
・
練
・
薫
・

修
の
四
禅
は
『
大
品
般
若
経
』
に
典
拠
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
修
行
法

と
し
て
体
系
化
し
た
の
は
慧
思
だ
と
、
述
べ
て
い
る
。
ま
た
『
唐
高

僧
伝
』
に
よ
れ
ば
、
現
存
し
な
い
が
慧
思
に
は
『
次
第
禅
要
』
と
い

う
著
作
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
本
論
で
考
察
し

た
練
禅
と
九
次
第
定
の
関
係
や
、
薫
禅
と
師
子
奮
迅
三
昧
の
関
係
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や
、
修
禅
と
超
越
三
昧
と
の
関
係
は
、
慧
思
の
思
想
的
影
響
が
あ
る

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
本
論
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
薫
禅
と
師
子
奮
迅
三
昧

や
、
修
禅
と
超
越
三
昧
に
は
、『
大
品
般
若
経
』
の
影
響
が
み
ら
れ

た
が
、
練
禅
と
九
次
第
定
の
関
係
で
は
、『
大
智
度
論
』
の
練
禅
と

い
う
用
語
を
基
に
し
て
、
智
顗
が
新
た
に
形
成
し
た
概
念
で
あ
っ

た
。
ま
た
慧
思
が
、『
大
智
度
論
』
で
説
く
諸
法
門
を
禅
波
羅
蜜
の

立
場
で
説
い
た
『
諸
法
無
諍
三
昧
法
門
』
や
、
他
の
著
述
に
は
、
練

禅
と
九
次
第
定
の
関
係
や
、
薫
禅
と
師
子
奮
迅
三
昧
の
関
係
や
、
修

禅
と
超
越
三
昧
の
関
係
な
ど
を
述
べ
て
い
る
箇
所
は
な
い
。
従
っ

て
、
現
存
す
る
慧
思
な
い
し
智
顗
の
著
述
か
ら
検
討
す
る
と
、
智
顗

の
独
創
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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